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【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 3 月 7 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 4 / 0 0 5 1 7 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 5 3 0 9 8 7 ( P 2 0 2 4 - 5 3 0 9 8 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 3 2 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 4 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 3 2 7 ３ ５ ３ Ｒ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 3 2 7 ３ ５ ３ Ｔ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 3 0 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 4 1 6 ３ ３ ８  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 2 月 2 4 日 ( 2 0 2 4 . 1 2 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 に お い て 、 カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ） は 、 「 レ ド ッ ク  
ス メ デ ィ エ ー タ 化 合 物 」 （ ｃ １ ） と 、 「 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー 」 （ ｃ ２ ） と が 、 必 要 に 応 じ  
て 「 リ ン カ ー 部 」 （ ｃ ３ ） を 介 し て 結 合 し た 構 造 を 有 す る 化 合 物 で あ る 。 本 発 明 に お け る  
「 カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ 」 、 す な わ ち そ れ を 構 成 す る た め の 「 レ ド ッ ク ス メ デ ィ エ ー タ  
」 、 「 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー 」 、 「 リ ン カ ー 部 」 は 、 特 定 の 種 類 に 限 定 さ れ る も の で は な く  
、 本 発 明 の 実 施 形 態 、 作 用 効 果 等 を 考 慮 し て 、 様 々 な も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と し て 好 ま し い エ チ レ ン 系 ポ リ マ ー と し て は 、 例 え ば 、 ポ  
リ ア リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 、 ア リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 ・ ジ ア リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 共 重 合 体 、 ア リ ル ア  
ミ ン ・ ジ ア リ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 共 重 合 体 な ど が 挙 げ ら れ る 。 側 鎖 （ お よ び  
末 端 ） に 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム カ チ オ ン 、 ア ミ ノ 基 等 を 有 す る （ メ タ ） ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー  
も 、 好 ま し い エ チ レ ン 系 ポ リ マ ー と し て 挙 げ ら れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ２ － ア ミ ノ エ チ ル  
メ タ ク リ レ ー ト 、 ( ビ ニ ル ベ ン ジ ル ) ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 メ タ ク リ ロ イ ル コ  
リ ン ク ロ リ ド な ど に 由 来 す る 構 成 単 位 を 含 む 単 独 重 合 体 ま た は 共 重 合 体 や 、 ポ リ ( 塩 化 ジ  
ア リ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ) 、 ポ リ ( ア リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 ) 、 ア リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 ・ ジ ア  
リ ル ア ミ ン 塩 酸 塩 共 重 合 体 、 ア リ ル ア ミ ン ・ 塩 化 ジ ア リ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 共 重 合 体  
な ど が 、 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と し て 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） は 、 補 酵 素 結 合 型 の も の で あ る 。 補  
酵 素 結 合 型 の 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） と し て は 、 例 え ば 、 ピ ロ ロ キ ノ リ ン キ ノ ン （ Ｐ Ｑ Ｑ ） 結  
合 型 Ｇ Ｄ Ｈ 、 フ ラ ビ ン ア デ ニ ン ジ ヌ ク レ オ チ ド （ Ｆ Ａ Ｄ ） 結 合 型 Ｇ Ｄ Ｈ が 挙 げ ら れ る 。 グ  
ル コ ー ス を ア ナ ラ イ ト と す る 実 施 形 態 に お い て 、 ア ナ ラ イ ト で は な い マ ル ト ー ス に 対 す る  
反 応 性 が 低 い （ 例 え ば 、 グ ル コ ー ス に 対 す る 酵 素 活 性 を １ ０ ０ ％ と し た 場 合 の マ ル ト ー ス  
に 対 す る 酵 素 活 性 を ５ ％ 以 下 、 好 ま し く は ３ ％ 以 下 と す る こ と が で き る ） と い う 観 点 か ら  
は 、 Ｆ Ａ Ｄ 結 合 型 Ｇ Ｄ Ｈ が 好 ま し い 。 Ｆ Ａ Ｄ 結 合 型 Ｇ Ｄ Ｈ の 例 と し て は 、 ア ス ペ ル ギ ル ス  
属 （ オ リ ゼ 、 テ レ ウ ス 等 ） 由 来 の も の 、 ム コ ー ル 属 由 来 の も の が 挙 げ ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） は 、 カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ）  
、 特 に そ れ を 構 成 し て い る カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と 架 橋 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば  
、 架 橋 剤 （ ｅ ） を 使 用 す る こ と で 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） と カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ）  
、 特 に カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と を 架 橋 す る こ と が で き る 。 架 橋 剤 （ ｅ ） と し て は 、  
例 え ば 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド が 挙 げ ら れ る 。 架 橋 剤 （ ｅ ） が 、 タ ン パ ク 質 で あ る 酸 化 還 元  
酵 素 （ ｄ ） が 有 す る 反 応 基 （ 例 ： ア ミ ノ 基 ） と 、 カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ） が 有 す る  
反 応 基 、 例 え ば 、 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） が 、 レ ド ッ ク ス メ デ ィ エ ー タ 化 合 物 （ ｃ １  
） も し く は リ ン カ ー 部 （ ｃ ２ ） と は 反 応 し な か っ た 反 応 基 と し て 、 ま た は レ ド ッ ク ス メ デ  
ィ エ ー タ 化 合 物 （ ｃ １ ） も し く は リ ン カ ー 部 （ ｃ ３ ） と の 反 応 用 の も の と は 異 な る 種 類 の  
反 応 基 と し て 有 す る 反 応 基 （ 例 ： ア ミ ノ 基 ） の そ れ ぞ れ と 反 応 す る こ と で 、 架 橋 剤 （ ｅ ）  
を 介 し て 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） と カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ） を 結 合 さ せ る こ と が で き る  
。 こ の よ う な 架 橋 に よ り 分 子 量 の よ り 大 き な 複 合 体 を 形 成 す る こ と で 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ  
） お よ び カ チ オ ン 性 メ デ ィ エ ー タ （ ｃ ） 、 特 に そ れ を 構 成 し て い る レ ド ッ ク ス メ デ ィ エ ー  
タ 化 合 物 （ ｃ １ ） の 保 護 膜 外 へ の 流 出 を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。 な お 、 架 橋 剤 （ ｅ ）  
を 使 用 す る 場 合 は 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） の ２ つ の 分 子 そ れ ぞ れ が 有 す る 反 応 基 と 反 応 す る  
こ と で 、 架 橋 剤 （ ｅ ） を 介 し て 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） 同 士 を 結 合 す る こ と も あ る 。 す な わ ち  
、 架 橋 剤 （ ｅ ） を 使 用 し た 場 合 、 試 薬 層 に お い て 、 酸 化 還 元 酵 素 （ ｄ ） は カ チ オ ン 性 メ デ  
ィ エ ー タ （ ｃ ） 、 特 に カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と 架 橋 さ れ る の と 同 時 に 、 酸 化 還 元 酵  
素 （ ｄ ） 同 士 が 架 橋 さ れ て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ ３ ） 試 薬 層 形 成 工 程
　 試 薬 層 形 成 工 程 （ ３ ） は 、 ア プ ラ イ 工 程 （ ２ ） に よ り 試 薬 層 形 成 部 位 （ 例 え ば 作 用 極 の  
少 な く と も 一 部 ） に ア プ ラ イ さ れ た 試 薬 液 を 乾 燥 さ せ て 、 塗 膜 層 を 形 成 す る 工 程 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ７ 】



10

20

30

40

50

JP WO2024/005174 A5 2025.3.7(3)

　 銀 ／ 塩 化 銀 層 ２ ４ は 、 必 要 に 応 じ て 、 セ ン サ １ １ の 先 端 部 分 に お け る 参 照 極 ２ ２ ｂ の 上  
面 に 形 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 よ り 精 度 の よ い 測 定 を 実 現 す る よ う 、 作 用 極 ２ ２ ａ 、  
参 照 極 ２ ２ ｂ お よ び 対 極 ２ ２ ｃ か ら な る ３ 電 極 構 成 の 例 を 示 し て い る が 、 参 照 極 ２ ２ ｂ を  
含 ま ず 、 作 用 極 ２ ２ ａ お よ び 対 極 ２ ２ ｃ か ら な る ２ 電 極 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る （ 例  
え ば 、 現 在 市 販 さ れ て い る Ｓ Ｍ Ｂ Ｇ （ 血 糖 自 己 測 定 器 ） は 、 そ の よ う な ２ 電 極 構 成 が 主 流  
で あ る ） 。 参 照 極 は 、 本 実 施 形 態 に 示 し た よ う に 、 銀 ／ 塩 化 銀 （ Ａ ｇ ／ Ａ ｇ Ｃ ｌ ） 層 ２ ４  
を 形 成 し た 銀 ／ 塩 化 銀 電 極 と す る こ と が で き る ほ か 、 水 素 電 極 や 、 カ ロ メ ル 電 極 等 の 水 銀  
を 含 む 層 を 形 成 し た も の と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ６ 】
　 絶 縁 性 基 板 １ １ １ の 上 面 は 、 参 照 極 領 域 １ １ ２ ｂ の 所 定 の 位 置 に 、 参 照 極 １ １ ５ を 形 成  
す る た め の 開 口 を 有 す る 絶 縁 性 レ ジ ス ト 膜 １ １ ６ ａ で 被 覆 さ れ 、 絶 縁 性 基 板 １ １ １ の 下 面  
は 、 絶 縁 性 レ ジ ス ト 膜 １ １ ６ ｂ で 被 覆 さ れ て い る 。 一 方 、 導 電 層 薄 膜 １ １ ２ の 端 部 か ら 一  
定 距 離 離 れ た 部 分 ま で は 、 上 面 、 下 面 と も 絶 縁 性 レ ジ ス ト 膜 １ １ ６ ａ 、 １ １ ６ ｂ で 被 覆 さ  
れ て お ら ず 、 そ の 表 側 の 領 域 １ １ ２ ａ が 作 用 極 １ １ ４ と な り 、 裏 側 の 領 域 １ １ ２ ｃ が 対 極  
１ １ ７ と な る 。 試 薬 層 １ １ ８ は 、 作 用 極 １ １ ４ 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ７ 】
（ ２ ） カ ル ボ ン 酸 フ ラ グ メ ン ト の 合 成
【 化 ４ 】

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ２ 】
　 得 ら れ た 試 験 液 サ ン プ ル に お け る 凝 集 の 有 無 を 目 視 で 確 認 し た 。 結 果 を 表 ６ に あ わ せ て  
示 す 。 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と し て 所 定 の 共 重 合 体 を 用 い て 合 成 さ れ た ポ リ マ ー 結  
合 型 Ｐ Ｎ Ｔ １ と 、 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） と し て Ｐ Ｌ Ｌ を 用 い て 合 成 さ れ た ポ リ マ ー  
結 合 型 Ｐ Ｎ Ｔ ２ と で は 、 そ の 試 薬 液 中 の 濃 度 や 試 薬 液 の ｐ Ｈ に よ っ て 導 電 性 炭 素 フ ィ ラ ー  
（ ａ ） の 分 散 性 の 改 善 効 果 に 相 違 が 見 ら れ る が 、 い ず れ の カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （ ｃ ２ ） で  
あ っ て も 導 電 性 炭 素 フ ィ ラ ー （ ａ ） の 分 散 性 の 改 善 効 果 が 認 め ら れ る 条 件 が 存 在 す る 。
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